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赤方偏位３程度のライマン雲における重水素の存在量のは、ビッグバンにおいて生成された重水素の量に非常に近いと考
えられる。ところが現在、その観測値について１０倍程度異なった値が得られている。今回の講演では、ビッグバン元素合
成以前におこるＱＣＤ相転移にたいする研究から得られたビッグバン元素合成の初期条件を用いて、宇宙に存在するバリオ
ンの密度パラメーター、Omegabが、どのような値を取りえるかについて報告する。また、最近の重水素の存在量の観測結
果を考慮した場合一様元素合成、非一様元素合成モデルと、現在の観測との整合性について発表する。


